
 

 

福井市の認定こども園、保育所等における 

 質 の向 上 のためのアクションプログラム 

vol.３ 

実施期間：令和２年度～令和６年度 
 

～子どもすくすく おとないきいき みんなで育ちあうまちへ～ 

 

  

 
すべての子どもは、豊かな愛情の中で心身ともに健やかに育てられ、豊かな環境を

とおして自ら伸びていく無限の可能性をもっています。 
福井市の認定こども園、保育所等は、子どもが現在（いま）を幸せに生活し、未来

（あす）に向かって生きる喜びと力を育むために、また、すべての子育て家庭に対す

る支援の一層の充実を図っていくために、次のことを行います。 
 

１ 子どもの育ちを保障します 

２ 子育てライフを支援します 

３ 多様な連携と協働を進めます 

４ 子育て文化を育みます 

５ 安心して子どもを産み育てる支援づくりを進めます 

 

福井市福祉保健部子育て支援課 



  



  

平成 26 年度に「福井市の認定こども園、保育所等に 

おける質の向上のための保育アクションプログラム」を 

作成し、５年間が過ぎようとしています。 

 また、同時に福井市における子ども・子育て支援事業計画についても、５年前に比べ、

子育ての環境や保育ニーズ等が多様化しているため見直し作業に入っています。 

 乳幼児期は生きる力の基礎づくりであり、子どもの心身発達においても重要な時期で

ありますので、近年のめまぐるしい社会情勢や子育て環境の変化に伴い、保育所や認定

こども園等の保育や教育においても検討する必要があります。 

  子育ての環境の変化では、少子高齢化の進行や共働きの増加、児童虐待の増加、貧困

家庭の増加、待機児童問題などがあります。 

 これに伴い、保育関連では、保育所保育指針や幼保連携型認定こども園教育・保育要

領などの改訂がなされました。 

 また、本年１０月１日から幼児教育・保育の無償化が実施されました。無償化によっ

て、更に女性の社会進出が進み、保育所や認定こども園等においては、多様化する保育

ニーズに応じた保育・教育の実施と質の高い教育・保育が求められています。 

 さらに、児童虐待の発生予防及び発生時の迅速かつ的確な対応や外国籍家庭など特別

なニーズを有する家庭への個別的な支援など、保育所や認定こども園等の担う役割は、

より重要性を増しています。 

 このような情勢の中で、福井市子ども・子育て支援事業計画が見直され、多様化する

保育ニーズに応じるとともに乳幼児の発達保障のための教育・保育の質の向上が課題と

なり、保育所や認定こども園等に期待されています。 

 更に保護者に対する子育て支援が重要になってきました。 

  すなわち、保育所に求められる機能や役割が多様化し、保育をめぐる課題も多様化し

ています。 

 こうした中、保育所等が組織として教育・保育の質の向上を図るために保育所長、認

定こども園長を始め、乳幼児の教育・保育に携わる職員の自己研鑽や職員のキャリアパ

ス等を見据えた研修のあり方や各関連機関等との連携が重要になってきています。 

 これらを踏まえ「福井市の認定こども園、保育所等における質の向上のためのアクシ

ョンプログラム」を見直しました。 

  認定こども園や保育所等ではこのアクションプログラムに添って事業等を計画的に実

施し、教育・保育の質の向上を図ることを期待したいと思います。 

 

令和２年３月 

アクションプログラム改訂検討委員会 委員長  

仁愛大学 名誉教授 西 村 重 稀 

 

福井市の認定こども園、保育所等における質の 

向上のためのアクションプログラム改訂にあたって 



  

カテゴリーⅠ 子どもの育ちを保障します 

◆幼保連携型認定こども園教育・保育要

領、保育所保育指針等に基づき、福井の

豊かな環境を生かした質の高い乳幼児

の教育・保育を提供します。 

 

 

◆保育者等の専門性及び資質の向上を図

ります。 

（１）質の高い乳幼児の教育・保育について研究をすすめ、

実践につなげます。 

（２）自己評価等の研究・活用による教育・保育の質の向上

を進めます。 

（３）個別のニーズに対応したきめ細やかな教育・保育を提

供します。 

（４）子どもの健康支援並びに安全の確保をします。 

（５）保育者等の人間性と専門性の向上に努め、質の高い乳

幼児の教育・保育を展開します。 

（６）施設長の責務を明らかにし、専門性の向上に努めます。 

（７）研修体系を確立し、研修意欲を高め、職員が積極的に

研修に取り組む環境をつくります。 

 
カテゴリーⅡ 子育てライフを支援します 

◆認定こども園、保育所等を利用する保護

者への支援の充実を図ります。 

 

◆地域の子育て家庭への支援の充実を図

ります。 

（８）子どもを産み育てることへの不安を解消するための機

能を発揮します。 

（９）家庭との密接な連携を行い、子育てに共に取り組みま

す。 

（10）子育ての喜びや楽しさを実感できるように、教育・保

育の専門性を生かした子育て支援を行います。 

（11）地域子育て支援を展開します。 

（12）地域の子育て家庭に対する保育相談及び援助の充実を

図ります。 

福井市の認定こども園、保育所等における 

質の向上のためのアクションプログラム vol.3  

実施期間 令和２年度～令和６年度 

子どもすくすく  おとないきいき  みんなで育ちあうまちへ 
このアクションプログラムに基づき、園における教育・保育の更なる質の向上や、

子どもの健全育成と保護者の親としての成長を支援する場の確保を進めます。 

概要版 
 



 
  

カテゴリーⅢ 多様な連携と協働を進めます 

◆子育ち・子育て支援のネットワークの中

で認定こども園、 保育所等の役割を発揮

します。 

 

 

 

◆地域の教育・保育機能を強化します。 

（13）健康管理センターや福井市男女共同参画・子ども家庭

センター相談室等、福井市の支援事業実施関係機関と

連携します。 

（14）地域を基盤として、子育て支援ネットワークの充実を

図ります。 

（15）小学校等との連携を深めます。 

（16）認定こども園、保育所等が中心となった地域子育ての

協働活動を展開し、子育て支援の総合的な拠点となり

ます。 

（17）地域の実情を把握し、子育て家庭を支援する資源や連

携を充実します。 

 
カテゴリーⅣ 子育て文化を育みます 

◆子育てへの関心を高めます。 

 

 

◆子育て文化につながる活動を広げます。 

（18）子どもと地域の人々との接点づくりに取り組みます。 

（19）地域住民に認定こども園、保育所等への理解を深めて

もらう取り組みを進めます。 

（20）子育て支援活動への参加のきっかけをひろげ、すべて

の子育て家庭の親子の参加運動を進めます。 

（21）老若男女が関わる子育て文化の掘り起こしや子育て支

援の推進や普及に取り組みます。 
 
カテゴリーⅤ 安心して子どもを産み育てる支援づくりを進めます 

◆これからの乳幼児の教育・保育及びその

制度について研究を進めます。 

 

◆社会連帯による子育て支援の仕組みづ

くりを進めます。 

（22）認定こども園、保育所等の役割、機能について研究を

行います。 

（23）これからの乳幼児の教育・保育制度について提言を行

います。 

（24）福井市の児童福祉関係機関との連携を深め、保育・子

育て支援の仕組みづくりを進めます。 

＊このアクションプログラムにおいて、教育・保育に携わるすべての認定こども園、

保育所等の職員（施設長・保育教諭・幼稚園教諭・保育士・調理員・栄養士・看護

師等）を「保育者等」としています。 
＊園児については「子ども」としています。 
 



カテゴリーⅠ 

子どもの育ちを保障します 

（ねらい） 
認定こども園、保育所等の大きな役割は、子ども自身が自らもっている発達する力を生かし、側面的に

支援することをとおして、その子どもの発達を保障することにあります。 
子どもの発達支援を中心に捉えた教育・保育を展開するために、養護と教育が一体となった質の高い

教育・保育、福井の豊かな自然・歴史・文化・人との関わりをとおした質の高い乳幼児の教育・保育に

ついて研究を深め、また、その教育・保育を実践する人材の育成、研修の充実に取り組みます。 
  
幼保連携型認定こども園教育･保育要領、保育所保育指針等に基づき、福井の豊かな環境を生

かした質の高い乳幼児の教育・保育を提供します 
２４のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（1）質の高い乳幼児の教育・保育について研究を進め、実

践につなげます。 

① 教育・保育のねらい及び内容の研究 
② 全体的な計画、指導計画の作成と実践 
③ 地域の特性を生かした教育・保育のあり方の研究 
④ 乳幼児期から小・中学校までの子どもの発達を考えた

教育のあり方の研究 

・子ども一人一人の発達状況と課題の把握 
・満３歳未満児の発達と３つの視点と５領

域を捉えた教育・保育 
・計画作成→実践→評価→改善（PDCA） 
 

（2）自己評価等の研究・活用による教育・保育の質の向上

を進めます。 

① 自己評価を実施し、教育・保育の質の向上を図る 
② 第三者評価制度の活用 
③ 教育・保育の質の向上を図るために、保護者アンケー

ト等の実施 

・保育者等の自己評価と教育・保育計画の

見直し 
・第三者評価制度の研修 
・保護者対象アンケート等の実施と改善 

（3）個別のニーズに対応したきめ細やかな教育・保育を提

供します。 

① 保育カウンセラーとの連携による育ちの支援計画シー

ト作成と実践 
② 虐待、不適切な養育等の早期発見と対応 

・保育カウンセラーの訪問及びケース検討 
・発達記録表等を通しての発達理解 
・子育てファイルふくいっ子や育ちの支援

計画シート等の活用 
・家庭環境の把握と個別支援 

（4）子どもの健康支援並びに安全の確保をします。 

① 健康状態ならびに発育発達状態の把握と対応 
② 感染症予防と感染拡大防止対策の実施 
③ 衛生管理マニュアル遵守と食中毒予防対策の実施 
④ 食物アレルギー児への対応 
⑤ 園の特性を生かした食育の推進 
⑥ 園舎内外の環境及び衛生管理の実施 
⑦ 危険箇所の点検と改善の実施 
⑧ 事故発生対応マニュアルの遵守 
⑨ 再発防止対策の実施 
⑩ 災害時における避難訓練実施及び地域との連携の強化 

 

・保健計画作成と実施 
・内科、歯科健診（検尿、身体計測等を含

む）の実施 
・健康教育の実施 
・保育者等の衛生知識向上のための講習会

参加と周知徹底 
・食育計画の作成と実施 
・保育者等による食育の実施 
・学校安全計画の作成と実施 
・危機管理マニュアルに基づく対応（火事

自然災害、不審者、食中毒、与薬、感染

症等） 

・育みたい資質・能力及び「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を見
通した全体的な計画及び指導計画 

・満３歳未満児の個別計画 
・地域の特性を生かした指導計画 
・小学校との接続を踏まえた指導計画 
 



・アナフィラキシー予防対策の実施 
・ＡＥＤの設置と救命講習会受講 
・事故報告とヒヤリハットによる対応マニ

ュアルの見直し 
・避難訓練年間計画作成と訓練実施 
・地域との協力体制の確立（不審者、クマ

出没など） 

保育者等の専門性及び資質の向上を図ります 

（5）保育者等の人間性と専門性の向上に努め、質の高い乳

幼児の教育・保育を展開します。 

① 職員一人一人の知識及び専門技術の維持・向上 

② 職員間での教育・保育の知識や技術の共有及び協働 

 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要

領、幼稚園教育要領、保育所保育指針に

関する研修 
・園内研修 
・県内外の研修への参加 
・県内外の研究大会等の発表に向けた研究

及び参加 
・福井市公私立園合同研修会等の参加 

（園長、主任保育士・主幹保育教諭、年

齢別、特別支援等の各担当者研修会、食

育研修会、発達障がい児研修会） 
・公開保育の開催と参加 
・研究指定園を中心とした公私立園の研修

会開催 
 
 
 
 

（6）施設長の責務を明らかにし、専門性の向上に努めます。 

① 幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育

要領、保育所保育指針の理解 

② 法令等の遵守と社会情勢の認識 

③ 施設内外の研修体制の確立と体制づくり 

④ 運営管理能力向上のための研修の実施 

 

・子ども・子育て支援法、学校教育法、児

童福祉法、就学前の子どもに関する教

育・保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律の理解 
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領、

幼稚園教育要領、保育所保育指針の理解 
・県内外の研修への参加 
・運営管理、教育・保育、子育て支援に関

する国及び県内外の動向情報収集 
・園長研修会による共通理解 
・行政との連携 
・文献等による研修 

（7）研修体系を確立し、研修意欲を高め、職員が積極的に

研修に取り組む環境をつくります。 

① 施設長、保育者等の職種及び経験年数に応じた計画的

な研修体系の確立 

② 魅力ある研修プログラムの開発 

③ 保育教諭、幼稚園教諭、保育士養成校及び小学校教員

養成校等との連携 

・研修開催情報収集と職員への情報提供 
・キャリアパスを見据えた職員一人一人に

必要な資質向上のための研修計画の作成

と実施 
・福井県幼児教育センター研修参加（園内

リーダー、市町幼児教育アドバイザー養

成研修等） 
・保育カウンセラー等を迎えての研修 
・養成校との共同調査・研究 

＜研究指定園＞ 
啓蒙保育園・西藤島保育園・社保育園 
東郷こども園・森田浜保育園 



カテゴリーⅡ 

子育てライフを支援します 
（ねらい） 

子どもが心身ともに豊かに成長するためには、子どもと家庭を一体的に捉えて、その家庭を支援する 
ことが必要です。 

  認定こども園、保育所等は、多様化する働き方と子育て家庭のニーズに応えるための機能を充実し、子

育て支援の拠点として、すべての子育て家庭を対象とした支援を展開します。 
  

認定こども園、保育所等を利用する保護者への支援の充実を図ります 

２４のアクションと実践項目 具体的な取り組み 
（8）子どもを産み育てることへの不安を解消するための機

能を発揮します。 

① 保育者等による育児相談の充実 

② 延長保育、休日保育等の充実 

③ 病児保育等の情報提供 

④ 子育て支援短期利用事業（ショートステイ・トワイラ

イトステイ）の情報提供 

⑤ すまいるダイヤルをはじめ育児相談実施事業所の情報

提供 

・クラス懇談、個人懇談及び保育参観（参

加）の実施 
・園からの情報提供 
・連絡帳、送迎時の対話等での情報交換及

び保護者への育児に対する助言  
・延長・休日保育実施及び情報提供 
・病児保育、夜間保育施設についての情報

提供 
・子育て支援短期利用事業施設の情報提供 
・育児相談実施事業所の情報提供 

（9）家庭との密接な連携を行い、子育てに共に取り組みま

す。 

① 家庭と連携した食育の推進 

② 保健衛生を中心とした健康管理の推進と保護者への情

報提供 

③ 気がかりな子の個別計画に基づいた家庭との連携の推

進 

④ 育児力向上のための相談及び援助 

⑤ 外国籍家庭など、特別な配慮を必要とする家庭への個

別支援 

⑥ 不適切な養育等が疑われる家庭への個別支援 

・食育に関する情報提供 
（食事だより配布、試食会、給食の展

示、レシピの紹介等） 
・保健だより配布 
・園児の内科、歯科健診結果報告及び助言

（検尿、身体計測等を含む） 
・感染症の発生状況及び対応に関する情報

提供 
・感染症、熱中症、食中毒関連マニュアル

に基づく予防対策と発症時の対応 
・個別支援の必要な保護者との懇談 
・育児講座及び保育者１日体験等の実施 

  



  

地域の子育て家庭への支援の充実を図ります 

（10）子育ての喜びや楽しさを実感できるように、教育・保

育の専門性を生かした子育て支援を行います。 

① 子ども・子育て支援事業の充実 
② 家庭の教育力向上のための支援 

 

・園開放日等の情報提供 
・ニーズの把握に基づく支援の充実 
・子育てマイスターの活用 
・育児相談及び援助の実施 
・育児講座の実施 
・家庭教育講座の実施 

（11）地域子育て支援を展開します。 

① 一時預かりの充実 
② 子育て支援センター、福井市のすみずみ子育てサポー

ト事業（一時預かり、送迎、家事援助）の情報提供 
③ 子育てサービスの研究 

 

・一時預かりの受け入れ実施 
・福井市のすみずみ子育てサポート事業の

パンフレットの配布 
・はぐくむ book の配布と活用促進 
・子育て支援センターのパンフレット配布 
・「福井市子育て支援すまいるサポートカ

レンダー」の配布と活用促進 
・ニーズを把握しながらの研究 

（12）地域の子育て家庭に対する保育相談及び援助の充実を

図ります。 

・保育の相談及び援助の知識及び技術向上

のための研修 



カテゴリーⅢ 

多様な連携と協働を進めます 

（ねらい） 
子育て不安や児童虐待への対応など、子どもと子育て家庭への支援は、地域社会を基盤として多面的に

取組みを充実させていくことが大切です。 
認定こども園、保育所等は、さまざまな機関、組織、団体や住民が連携、協働して地域の教育・保育機

能を高めるための中心的存在として、役割を果たします。 
 

子育ち・子育て支援のネットワークの中で認定こども園、保育所等の役割を発揮します 

２４のアクションと実践項目 具体的な取り組み 
（13）健康管理センターや福井市男女共同参画・子ども家庭

センター相談室等、福井市の支援事業実施関係機関と

連携します。 

① 健康管理センターとの連携 

② 福井市男女共同参画・子ども家庭センター相談室との 

連携の強化 

③ ことばの教室、児童デイサービスとの連携 

④ 相談支援事業所との連携 

⑤ 子育て支援センターとの連携 

⑥ 福井市要保護児童対策地域協議会、福井県総合福祉相

談所、福井県特別支援教育センター、福井県こども療

育センターとの連携の強化 

・健康管理センターで開催されている健診

育児教室、育児相談会等への保護者参加

の推進 
・福井市男女共同参画・こども家庭センタ

ー相談室等福井市の支援事業関係機関の

情報提供及び連携した支援 
・福井市の子育て支援事業の情報提供 
・福井県特別支援教育センター、福井県こ

ども療育センターの情報提供と連携した

支援 
・福井市要保護児童対策地域協議会及び福

井県総合福祉相談所への通告と連携 
（14）地域を基盤として、子育て支援ネットワークの充実を

図ります。 

① 福井市要保護児童対策地域協議会への積極的な参加 

② 民生児童委員、主任児童委員、保健衛生推進員との連携 

③ 子どもの安心・安全活動への参加 

④ 青少年育成福井市民会議との連携 

・福井市要保護児童対策地域協議会個別ケ

ース検討会参加 
・地区の子育て支援に関する連絡協議会等

への参加及び情報共有 
・子どもかけこみ所の実施 
・地区内の危険箇所点検の実施 

（15）小学校等との連携を深めます。 

① 認定こども園園児指導要録、保育所児童保育要録等の

効果的な活用 

② 「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」を共有 

③ 園と小学校間の協働による研究、学びあいの場づくり 

④ 子どもや職員等関係者の交流の促進 

⑤ 保育カウンセラー、小学校の特別支援教育コーディネ

ーター及び特別支援学校教諭との連携 

⑥ 児童館等との連携 

・就学先の小学校や転園先へ要録等の送付 
・福井県幼児教育支援センター主催の幼児

教育から小学校教育への接続講座・研修

へ参加 

・小学校、児童館等関係者との連携会議参

加                                                                  

・園児及び保育者等の小学校生活体験 
・小学校教諭等の園体験、参観受け入れ 
・小学生と園児との交流 

 
  



 ・保育カウンセラーと小学校の特別支援教

育コーディネーター及び特別支援学校教

諭との支援会議 
・児童館等の職員の教育・保育体験受け入

れ 
・園児の児童館訪問や児童館の児童との交

流 
（16）認定こども園、保育所等が中心となった地域子育ての

協働活動を展開し、子育て支援の総合的な拠点となり

ます。 

① 園からの情報発信の充実  

② 地域活動拠点としての場づくり 

③ 子育て家庭の交流の場の提供 

④ 園のネットワークの強化 

⑤ 災害発生時の公的施設としての機能整備 

・園からの情報提供 
・子育て支援に関わる関係機関事業の把握

と情報提供 
・地域の子育て支援についてのネットワー

クの強化 
・自然災害等、緊急時の避難場所要請受け

入れ 
・避難児童の入所及び一時預かり受け入れ 

地域の教育・保育機能を強化します 

（17）地域の実情を把握し、子育て家庭を支援する資源や連

携を充実します。 

① 子どもについての相互理解を図るため、関連機関（公

民館、児童館等）・施設との連携と協働 

② 子育てマイスター等、地域人材との積極的な連携と協

力 

・公民館(地域子育て支援事業等）、児童館

（子育て広場）で開催する行事への参加 
・子どもの育つ環境及び子どもの育ちに関

わる地域の課題について情報の共有と課

題解決への協力 
・地域人材の発掘と積極的な活用 

 
 
 
  



カテゴリーⅣ 

子育て文化を育みます 
（ねらい） 

子どもを対象とした犯罪や虐待の増加など、子どもたちをめぐる深刻な課題が増えています。 
次世代を創造する子どもをかけがえのない存在として愛しみ、尊重し、子どもや子育てに多くの人が

関心をもち、私たちの未来を創造していく子どもたちを社会全体で育んでいく子育て文化を認定こども

園、保育所等が拠点になって地域社会に発信していきます。 
 

子育てへの関心を高めます 

２４のアクションと実践項目 具体的な取り組み 
（18）子どもと地域の人々との接点づくりに取り組みます。 

① 世代間交流、異年齢児交流の推進 

② 園の行事、園開放による地域の子どもとのふれあいの

推進 

③ 小学生、中学生、高校生、教諭等の教育・保育体験の

受け入れ 

④ ボランティアの積極的な受け入れ 

・地域活動事業の計画と実施 
・集いや園開放の開催と情報提供 
・教育・保育体験のマニュアル作成 
・ボランティア、教育・保育体験の受け

入れ 

（19）地域住民に認定こども園、保育所等への理解を深めて

もらう取り組みを進めます。 

① 保護者への意識啓発   

② 自治会、公民館等の行事参加や交流 

③ 地域への情報発信 

・保護者会活動  
・地域の育成支援関係機関開催の会議及 

び行事参加 
・地域育成支援関係者との会議及び交流 
・園の役割についての情報発信 

子育て文化につながる活動を広げます 

（20）子育て支援活動への参加のきっかけをひろげ、すべて

の子育て家庭の親子の参加運動を進めます。 

① 地域貢献ボランティアの育成 

② 地域の子育てサークル等への支援 

・保護者や教育・保育体験者を対象とし

たボランティア育成 
・子育て支援活動の実施 

（21）老若男女が関わる子育て文化の掘り起こしや子育て支

援の推進や普及に取り組みます。 

① 地域の子育て家庭、地域資源、文化、環境等の状況把

握 

② 年齢やキャリアを生かせる活動の推進 

③ 事例集や報告会等による活動の普及 

④ 地域交流の推進 

・地域の農林漁業、産業、歴史、自然、

文化等の状況把握 
・高齢者、大学生等のキャリアや専門性

を生かした伝承遊び、絵本の読み聞か

せ等の集いの開催と実施内容の情報提

供 
・地域の夏祭り、文化祭、自然体験等へ

の参加と提言 
・福井市内及び県内外の情報収集と提供 

  



カテゴリーⅤ 

安心して子どもを産み育てる支援づくりを進めます 
（ねらい） 

日本の未来の社会を担う子どもを中心において、子どもたちが豊かに育つ環境を社会全体が支えてい

く仕組みについて研究、提言します。 
 

これからの乳幼児の教育・保育及びその制度について研究を進めます 

２４のアクションと実践項目 具体的な取り組み 
（22）認定こども園、保育所等の役割、機能について研究を

行います。 

① これからの園のあり方 
② 園の社会的責任のあり方 

・社会の動向と求められる役割について 
の研修 

・個人情報保護法の遵守 
・情報公開及び説明責任の遵守 

（23）これからの乳幼児の教育・保育制度について提言を行

います。 

 

・研究大会や会議等での意見提示 

社会連帯による子育て支援の仕組みづくりを進めます 

（24）福井市の児童福祉関係機関との連携を深め、教育・保

育・子育て支援の仕組みづくりを進めます。 

① 子ども・子育て支援事業計画への積極的な関与 
② 福井市の子ども・子育て支援制度の計画的な実施 
③ 「福井市の認定こども園、保育所等における質の向上 

のためのアクションプログラム」の実施 

・子ども・子育て支援事業計画の理解と 
実践 

・アクションプログラムに基づいた活動 
計画案作成と実施及び評価 

・男性の育児参加の推進 
・地域の子ども関係機関との情報交換と 

課題提言 
  



＜アクションプログラム改訂検討委員＞    ＜事務局・子育て支援課＞ 

 

＜アクションプログラム改訂の過程と検討内容＞ 
◎第 1 回検討委員会 

6 月 21 日（金）  

・平成 30年度までの各公私立園での実態について 

・今年度の改訂に向けての方向性とスケジュールについて 

・カテゴリー分類について（大枠）の検討 

・カテゴリーⅠについて 

公立園長会(第 1回) 

7 月 8 日（月） 

・カテゴリーⅠ～Ⅲの内容検討と改定案作成 

公私立合同主任保育士・ 

主幹保育教諭研修会(第 1 回) 

7 月 31 日（水） 

・カテゴリーⅠ～Ⅲの改訂案の検討 

公立園長会(第 2回) 

8 月 7 日（水） 

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 1 回)の報告 

・カテゴリーⅣ・Ⅴの内容検討と改定案作成 

◎第 2 回検討委員会 

8 月 23 日（金）  

・カテゴリーⅠ～Ⅲの改訂案について 

・福井市が行った研修(H28～31 年度)の報告 

・カテゴリーⅣ・Ⅴについて 

公私立合同主任保育士・ 

主幹保育教諭研修会(第 2 回) 

10 月 1 日（火） 

・カテゴリーⅠ～Ⅲの改訂結果の報告 

・カテゴリーⅣ・Ⅴの改訂案の検討 

公立園長会(第 3回) 

10 月 7 日（月） 

 

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 2 回)の報告 

・カテゴリーⅠ～Ⅲの追加、修正箇所について 

・カテゴリーⅣ・Ⅴの改訂案について再検討  

・新ワークシートについて 

◎第 3 回検討委員会 

10 月 15 日（火） 

・カテゴリーⅣ・Ⅴの改訂について再検討  

・アクションプログラム改訂版(素案)作成 

・新ワークシートについて 

◎第 4 回検討委員会 

12 月 9 日（月） 

・アクションプログラム改訂版最終確認 

公私立合同園長研修会 

2 月 6 日（木）  

・講演会 講師 西村重稀氏 

アクションプログラム改訂版について 

参加者：公私立園園長 

公私立園合同研修会 

2 月 8 日（土） 

・講演会 講師 西村重稀氏 

アクションプログラム改訂版について 

参加者：主任保育士・主幹保育教諭・保育者 

西村 重稀 仁愛大学 名誉教授  元塚 聡 課長 
澤田 夏彦 幼保連携型認定こども園竹里 園長  髙間 佳子 保育参事 
伊川 千里 幼保連携型認定こども園三谷館 園長  内田 里美 保育専門官 
高木 薫子 認定こども園梅圃幼稚園 園長  小川 智枝 保育専門官 
永岡弥栄子 昭和認定こども園 昭和幼稚園 園長  橋本登茂江 保育専門官 
杉山 聡理 認定こども園藤島幼稚園 園長  武田眞由美 保育専門官 
觀  寿子 学校教育課 指導主事    



 
  

策定にあたっては、各認定こども園、保育所等の園長、主任保育士・主幹保

育教諭による検討会の開催や保育者全員対象の研修会を実施するなど、福井

市のすべての園において実践できるプログラムを目指しました。各園の職員

の皆様のご協力に感謝いたします。 
 今後は、各園においてアクションプログラムをご活用いただき、教育・保

育のさらなる質の向上及び保護者や地域の子育て支援の充実が図られること

を願っております。 
 最後にアクションプログラム改訂版の作成にあたり、お忙しい中、改訂検

討委員会委員長をお引き受けいただき、多くのご指導を賜りました仁愛大学

の西村重稀名誉教授をはじめ、貴重なご意見ご提言をいただいた改訂検討委

員の皆様方に心から感謝申し上げます。 
 

令和２年３月 
福井市福祉保健部子育て支援課 
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